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本遺跡の調査は，本年をもって第 5次を数えます。史上名高い金沢概と擬定されて

久しいのですが， 5次にわたる調査をもってしでも，その確証は得られなかったので

あります。しかしながらヲ本遺跡の性格についてはヲ調査員の方々のご努力により，

漸次明らかにされて来たのであり，金沢概としての確証は得られなかったにせよヲそ

の成果を否定するものではないのであります。

本遺跡の発掘調査は，本年をもって一応終了することになりますが，金沢械として

の確証を得るまでには，今後，相当期間の年月を必要とするでありましょう。このこ

とについてはラ地元横手市ともどもラ今後の課題としてヲ検討してまいるつもワであ

ります。

本書は。本年度分の調査結果をまとめたのでありますが時研究者の参考になれば幸

いでありますっおわりに令長年の間，本発掘を担当された

係者各位に深く感謝の意を表するものであります。

昭和47年3月

秋田

伊白

の方々ヲならび、に関

l:Iゴ
.llよ戸
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の経過概要

(イ)第一次予備調査

7 H の 3 日 [1Jj の発 3}fi\r{Jl~ ~t り警(3 JJ 5， 員会の企filliによって，di 11召手口:39

と云われているところで奈良修介帯型烏昂によって発掘がおこ

なわれた。この 14;:九社jと称される高台は南北を長軸とする o fJEっ
(計:1) 

設定した。調査の結来はトレンチ北側で多数の柱穴が発見された。またトレンチ南側の一部
¥!I主立}

とJ思われるm5ぅ上があったり

トレンチは i卒f~ヒ椋 t に

された。実施地域は通称

に黒色のやわら方、いー

土止と認定した柱穴と令第四次調査で持認された大きな建第二次調査で紋橋源氏がri:t 1 

造物の柱穴等の一部が当時検出されたほ

本丸の南東部にみられる埋立て地とみられる{問所ーである。記 2

(ロ)第二次発掘調査

仮橋i恥奈良11き介のi泌氏等により会が主体となって，
ノ1"-、 L
-ァア r 
一一秋田

調査が実施された。実施期間は昭和初年 7月と2日より 8月 2日までの12B間であった。調布

メLJの二二個所であるつし
f
一

村象地区は「北の丸」

忍壇や雨落北東部と北阿部の一部に ~K出しのあるものでl五間に三間」の母屋に，「北の丸 i

構はみられない。

の櫓上止め開立式柱!問!とされる柱穴が発見されている九西南関J pq 

建物土止の発見から域とかこの調査によって殻三年の没の単なる戦場であったのではなく，

~1'rとかよばれるにふさわしいものであった。 ーとこの遺跡の主要性がまして来た。

ぃ、)第三次発掘調査

昭和41年7月乙5日から 8月:3[1までの 10日間jの発掘調前回と全く同じ調夜組識をもって，

aに三区に細分ずtが実施された。三次調査の発掘は，通称E立の丸と I1子んでいる地域である u

して発 1r:~品~]_'ftが進められた。調査の結果それぞれのj也Kで;主主泣物JiI:を検出している。北の九

更に四市に縁か向付の建物であった。同様に!五n号に三母屋号

(ニ)第四次発掘調子t
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第三次調査以降九三年の空白の期間を過ごし，昭和45{i'-8月1日から第四次発射調査とし

て調在が実施された。科在地域は所謂本九社にi浪られたの結果は東端伝出しのjlffi分(こ IW~'J 

が検出された。更に北部からは南北西間×束西五間の と建物のタトに江Ji上も発見され

た。また南の土塁と束の張出しlifJにかつて石垣があったとの間報に調在を進めた結果原さ l

mの i石垣」を発見した。前回の調査から i]1 き *1い、だものに現夜本丸[J~îiHlJの通路臼二何らか

の施設の有無であった。五時 iftの結果施設の設置は不明石すごなものであったっ

)第五;たの発掘地点は，前回l司様本丸土11:が対象である。今調在の主なる目 1'1ヲは司埋立て地

と日さJ.L， これまで木製品及び陶磁器等のFl7;¥'11器を出土している地域を更に深層部まて;，1111¥ 1) 

i) -fげ-て， {!:;;:-~;尺の十iJit の年代に]Ilづける資料を怜1I 1r することである。

2意第五次発掘調査

十調査の講成

1 発11日;三)，¥]有の下一体
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2 発1J:t1調査期間

昭和46年 8 月 3 日~ 9日

3 発掘調査の場所

横手市金沢町 本丸地区

4 デ弓'}_-:，_-
ブt1'iliW'リご[1:Jミて苛す

発ihli調査員

発掘調査補助員

秋田県文化財専門委員

秋田市高清水小学校教諭

秋田大学OB

横手高校生徒

豊島 FI 
ューIJ

岩見誠夫

一
「
ト山rι日

発射補助員

発111[¥:，:J手当'Jjlrl_当 課文化係長 吉 JII 欣一

主事 伊藤茂雄

横手市教育委員会社会教育謀長 佐藤 弘

堀江 杉

横手rH金沢支所長 伊藤金之助



，調査自誌

8月3日(火) 1I吉

午前横手市役所 21;皆 にりl 教古JII係長、 作'iJ主主'.J>;.と訴a1五日!忠良の 3名Mfうすσ

横手司]七1:教係i乏を 1JIIえて本年度調査のJ7f?せを行う。同食後ちょうどi担保されていた横手i!i教

員会に;仁に filる。 '1後 1Hキ現場において ili長考教育長出席のもとに鍬入れの神事を行な

]。

横手i苛校生 10名，域南，HJ校 !lぅ 7名，引 jt; '1三

発1TtI¥開始午後 211寺30分司

Aトレンチ

北の丸への通路に n1 G m を設定

Bトレンチ

伊藤J;J砕のけijに 2斑 10揺を設定

共に芝生を取り I;~; く

8月4日(水) a青

A トレンチ

前日に引き続き除土，遺構の検出にとりか:かるも不確実なWil所があって吏に東に延長して遺

構の検出を急、ぐ。砥石と鉄製品の ιEを出土した。

B トレンチ

前日の芝争IJぎに引き継き除土，掘り下げ30cmて、基盤上部に到達す。 時iJに.i5_:いところ

より柱穴群を検出、全面枯 1êの結果二か戸lí の本 J~t~ JA~ (、*すI;Uえ)の -Jt好者がみられた。また西jP.lJに

!J"込}'::の干{のかたまりがあったの

Cトレンチ

前回調子tの E地区の束に設定した地区である c 設定目的は.ノテ同の主眼でもあるこの遺跡の

上 I~H と下限を j:ll る資料を泥炭層から:}とめようとするものである η 2 m 12mを設定宅約80cm紅

の掘り下げで磁器 J'î が検 H'，される。青fJ~i，白地，天1=1 ，その ft包須 !~l: 器長弱者グ)頭部があった。

• iiI~ ~J:L\ i)下げ・ 2m 地点からモミカラのJH::棋がみられヲ この!百を境にして以下は泥民層となる。

この泥炭部よ 1)貰瀬戸gーを出土す。明日奈良修介先生の来跡不nJの述結あ 1)。本日も横手[":':J校，

城市高校生の応援があった。又城南高校佐々木JII員誠先生もみえられた。

8月5日(木) Ðï~-

Aトレンチ

前日からの精査によって一見階級状の遺Wj:が輸出された。



Bトレンチ

前!て!の j、 t 六の状態から，南北に iJ1: 伝し Ijh~ 土を杭げる o

CI、レン

十J]め 2mrlJのトレンチであったが守前[E!Jまでの調査から深さか三部以とになるため守安全を

確保する治、 11よもあって定に北及び束に 2田のjl;;張した。全 r{[iiJ/i:;)げをおこなう。育所色粘土

層 j~.1Mより砂岩Jtlの製悦 ((rIが 11¥土し

午後 3U寺30jF豊島IU校 u)宣教科課程講習会J打席のため秋田に刈る。尚 6， 7 Efの作業ーは， B 

トレンチは+主六の石在 ~jî ， C トレンチは jJ己炭層上rm までの Jhl\ リ下げ三(~~を十日子Iミする。

δJJ 日 H青

前円の+fi示に従って作業を j並める。

a月7日 (1-.) 

午後豊島秋田から来る。岩見誠夫氏応援に来た。さっそく Bトレンチの制 t)下げをおこなう

が号雨足が繁くなる 泥炭買の造物層となって，上部はモミカラグ)堆積が多くみられたっ造物

は焼けあとの付いた用i'Jの結片令木j長一一一明らかに木炭として製造されたと}一日われる硬質の木

氏!七箸やその他木製品の破片が大量に出土した。午後 3時念願の墨書木管二点を出土すっ

長月お日 (日) ドl~ のち H青

昨夜来グ)日立が，夜明けとともに古市となり午前中作業は中止のニIk態となる。午後ようやく雨

もあがり Cトレシ手の水の1:1'さ持げを行うが守!討凶から染んでる水と壁面iの手Ij誌が多くなり作

主は jι うように j主まず色?)~と 7Î'えのため遺物の検 IU が思わしくなーいっ前 u に杭き三点の木簡を桔

1111す。尚 Bトレンチは'l日実j立rJ図作成と平行して柱穴の深さを結言Zj一る予定でもあったがヲ 午前

中の雨で作業は中止す。岩見氏帰宅。見学者多数あ 1)0 [(11 UI氏 iヲ次大oB) J;~~ 誌のため残る。

8 n 9 U 月) H青

J註終 I~I となるつ B トレンチは表面の乾き次第柱穴の深き等の結言Z を急ぐが思ミように jlli まな

い。同様にじトレ〉チも没j霊水が多く作業は i並まないが， jtl山氏の応従で世田10)l析而図の作成

をえi、ぐ方これまでに出土した造物の大りIjを行う。午後からは今次調在の概略を各報道機関

に発表す。 Bトレンチグ)主主iIill[:xlは出に台わず後i=l， ~t?尺支所の伊藤金之助支所長及び職員と横

子 f!r--iJ校考古111の!ιJ乏を待て実施することに決める。

- 5 



3 .各地区の調査概嬰

A 地区 (第 1[~1 参照)

{す藤翁{i専の前から jとの九又は八q昏千に主る通路で，前回調査の J也広と111対する{立誼にある。

前回調査の A地区において，本メしへの:U一人口についての追悼がきわめて不時突な推定の段階に

とどまった。今回の調主司的は前述のように相付する位置にある東側の通路L:_に I'H入口地設そ

のf也の怖の をMr;ダうるので令;わる

調査の結果はi邑路[1キリ口附jJiではわずかながら 1;皆段:/}¥のものがみられる。これとて階段と断

するには無理がある。建造物の遺構は見当らな1，ただこの地Eの南端は通路上にあって1!!J¥

が持出している円相在的ネ;円!とノj、きな柱穴や雨落ち溝樟のものが検出されたυi社_i_!l

J菜食の結宋:それらの rl~ うべき i也の遺構を見ること 7デ出来なかったのこの地の 11 1 央部でヲ現通

路面から約50cmの深 となるっその基盤層上からノj、型の砥石と、馬只.の締め とす世

定きれる鉄製品が出土しているコ

B j也{玄 (第 2凶参照)

伊藤議碑前に東西根上からや五南に偏って fiJ3.5盟守長さ 13認のトレンチを基本としその後

北iWJに約 5m宅南関に Ln1とそれぞれi!1:践した 2 その結果柱穴詐は調7岳地域のJヒiWJに多くみら

れた。更にこの柱穴は東南から西北に軸をとっているつこの軸 J土第 4次調査の B地区で調査し

た建物の きの方{立とほぼ同じである。各柱穴を細〈観察すれば最低二回の改築がラ又場合

によっては 3凶の改築も考えられるが，あまりにも柱穴の錯綜が激しく窪造物の推定は困難で

ある。強いて言えば柱間-FdJ~せいぜい二間の「房長」のようなものの東端と考えられる。これ

が前!日IriJ~ l'I:の B地Kの建物に直持関係ちつものか，又はその間にらう一つ加の建物を舛1frする

のかは不明であるつ単に距離的にのみみればq その間約乙Om程を数えることができる G 詫つ

れ¥jにf也の主主午却があってもさしっかえないと考えるコ その地号 この調査3也区内で柱穴と辻逆めは

ぽ南iHlJ には焼土や木炭片の取詰している部分がみられた.それが三 ~d までである内

aは長経約三省5mラ ~I;';f_*王手ヲ 1. 5m つ陪 !TJ:[たをな!/て幾すかモみ 1)今中に事んの石がEまかれ

，1i三く t尭けただれで 11戸」 をJEゎーせる。 IJ、引のliJS11-1 íl~íl 山ごとす c

b ~ d (土木炭片のJt円安がわずかに見んれ 9 地iAはほんのわずか焼け 古、 L ト《主，，_よ λ .h
μノら_ .- J 〆」 γ"_) ，jし

令。

以上のように柱穴群の部分と，他のところとは割合明石在に区分されている。本丸全f本からみ

ても中央広場の存在が抗告し得る位置である。

C 地区 (第 3図 1， 2参照)

本丸中央よりや、東寄りで， ごくゆるやかに東削に傾斜している地域である。ここは第一次

6 



諮問次調子tとかなり予が入っている。これ主での調査では深くな込んだ京iWJ

部が何l砕かの!時代に埋め立てられたものであることは知られているつ又これまでもこの地点か

らは多くの陶船;器や木器がl1lことしている。今年はそれらのを

査するつ トレンチはrlJ4 m X とき 10mを基本とし一郊では IIJ m 

えた Lで，

ろもある。堀 1)-f げでは，西 iWJ は表土を rjh~ 土すると !jk 地Jf:~ (基盤1¥チ)の東和IJに|年る斜江liがあら

われる。斜面iの… ZISから}互にかけて基盤の u二虫色仁のような j足以立の地層がみら Lる。こ

の}習中にも若干の遺物もみられるが匂遺物がもっとも多いのはこの)討の f~_ に才JI'[物遺体の堆枯し

ている層があって奄 i宝物はこの届中に多く包含されているのこの f¥Ijにみられる杭物i主体は l絞め

たもグ〕が多く，それにjJ4って が厚くよ邸主しているつこの造物~含回全作をふれは今上

屈には用材の焼け端が多し下層には青磁片や被 1) :奇:などのイ i 器類が多~，この i宣物邑吉

層を覆うように縫灰岩(金沢石)の捨て石されている c この拾て行の i二からも若二i二の遺物はみ

られるっこの!掃の Lには掲色粘土屑 かになって埋め立てられている。この:J:Ejiめ立ては深

、ところで勾表土から某姑層までおおよそ L:;.Lmを数える。出土遺物 I勾木簡は深さど包 1m 0)基

常直 Lから， また石えは折て石の直下の包含!計上立iiiからそれぞれ検出きれている。

ヰ.出土遺物

nll土造物の大半は C地区から検出されたものである。 j立物は陶磁器宅木器の他に植物遺体も

1R山みられる。

{イ)梢物

発掘概要C地区でも述べたが，植物遺体の があって， その)留め1[1心になる梢物は訪日で

ある，その出:も夏以後のどちらかと云えは、秋の枯れた状態のものであった。それに出って，桜

楢と，葉のついた棺，杉もみられる。又明らかに木炭としてつくられたと考えられるものもあ

るの材-~[はブナとイタヤであるつ

続子で検出されたものに，胡桃，桃と，熟れたからすうりがそのまま落ち状態で検出されて

いる。これら検出されたもののうち蕨や Jtii積の状態から，この自白が使用された初期の

頃にはこの谷11:¥Jは「くずJ27て として使用されていたと考えられる。

(ロ) f月 中十

焼け端の建築用1'1-は捨て石のi宣下に多くみられる，材質は楠， A'之が多いっ

(ハ)木製品

'fi;-状の木器が沢山出土し， H質は杉又は槍と竹が若干みられる。

rI17.5cm， /享さ O.9cm，長さ 15.5cmうち歯の長さ 3.3cm織機の部品で，おそらく縦糸の乱れ

7 -



JEすのに便hJしたものと考えられ

2 箆状木製品で長さ 14cm，先端的 I!JJょの部分で1. .fjQの…端{土手11Iく柊JIラされている，作

りはきわめて薄 iH来ている。

tlíj~己 2 と同じく ;ιik のものである，長さ1l .7c民 I[J3. 乙cm，厚さ() ;)倒

4 の山形がi主抗して切り込んである。 乙6.3cm守 IIJ 1.宅 }ら之さ O.5cm，rJnj端は IllljiWJ

から fliIJってある

5 !HIげ物の成と考えられるもの，任 .3cmで[IjJIラと云うよりも [;lJ~ 九 FJí な[TJJ日を呈している。

6 円形よりはや の原型を考えらJ.Lるが毛半裁されているの l;i，~:(王 4，， 4CU1，現存長径11cm'l

i出に近く O. 訟の子しがあるう!立さは訟を主主之る二

7 径約 9.2cmの円拒であるが--"ill 6舗の三角形の原点にあたる部刀、にそれぞれ二11';ilづっ

のノトさな子しが穿かれているけ

8 詑約5.Lcm，厚さ1.4cmで旬 N:j: 栓:1えのものである。

9 i全出， u壬9.5cm， I~:J さ 2.5c民糸底詑(j ~ 7 cm号外ililJ土主主 1人 l勾jITljは未設 t)で全体'jえを弓合{十

いるため守口縁の約 5分の lはたわれている。

10 Jii_ITjIJで亀長さ 7~ 2c乳最大1111.4c召し jjトj、rinc箆=厚さ O.6cm中;二:tkきが

ニ)金属器

銅製品で雫共に火をうけただれている。一つは飾 1) とィラえらるが写他のーゥはそ

のmj主はフド日月であるつ A土車区から 1 I!-l…- I て~I 、叩
1111 tJ iU ーし;~ v' 9 0 

1 b三き 7.6cm， r!J 1.己cmで守一-~.fhf は山形に整形され弓他一端はた J七さつぶされた形勝がある。

2 2cm><3cmのや z 長 J巳でヲ金銅製のようなたがある。

3 鉄製品 (A地区)

錆びによるふくらみが多く確かな形状は ~WJ りがたいが，その形状から馬具の

みらtLる。

(ホ)石製器

1 TiJS;石

の…つル

1 又rmピソヌr-mt::I予三 q r:;"出:!、 i、可九三三 ff:1jふJ. 1.-
上、、旬、~ '-' ~.....L!! 二一 v ノL....t ~L:' ~.l ~I _ 'f LるυjiLli耐を使r弔しているパ A地区)

フ fi底石 1. Ocm X乙.5cmて現存する長さは6. 滋で‘ある。同市iを使用している σ

3 砥石 ごくノトさい破片で守 3 cm 三.5cm >< 3 cmで、六百dほど復旧している n

4 {I'少岩製でこ二点あるが J日注を推量i:H来ない;院のノj、破片である。

5 硯 7 . 6cm X 5 . 8 cm， r亨さ約L.5cm，砂岩製の硯で弔材質にもっとも適さない石材をf史別して

いると云える n 硯而は情円形で τ 長在5.3cm，短径3.7cmヲ海の深さはO.5cm帯海から硯の先端

かけては墨液の染みがみら nる。

8 一一



j二三己の他に石鉢の口i];~il!j (7) jjLU~- も牧 11U され噌 これ士で ~j:ü i) IJJさしている

(へ) !j!iU {滋 苦手

陶磁器については前回第四次調査の で， 小野j巨人氏がLH二i;htj{iii立与のもつ 事~) ~ミて

詳細に述べている。 出土したのは前回同様，須 !~I: 器，古 ì~iÍl戸，青 lifi ， (J3.~，天1I，前 i:1iH]ci 等で

あるが弔 いづれもノト fi}1J'Iで ì~Îìj/ifi rJ 争点だけは図 i二で任記iH来る

1 3丘Jι器
大型のカメに多く見られるがー LI持部はI直角に外反し宅内瀬戸の nj1t i)で玉縁状と云われる

ものに認めて類i口、してる。

2 古W{戸

全体(i'J にみると極めて粗雑な{乍りである。形状は j主~ • t'jL )~I! のものが多い G 国土復元 I'H ~+とるも

のも;斐いt'I'-71;IJであるつ

375:磁

11I 向からの将来 1111であることは云うまでもないが‘小野正人氏の御教示によれば、下記の窯で

製作されたものどの事である。大半は茶碗で宅一点だけ袴腰香炉の脚が検出されるつ

交!1壇窯

竜泉窯

4 白石法 定州、i窯

と中国寺南京IJ寺代に盛行した窯で作成されたものである。このfむに天目茶碗や室町 s，7代に盛行

した黄瀬戸等がある。 iU土状況は雫天目茶碗や寅瀬戸が深いところから出土している。

(卜)木関

これまでの調査でも木簡ないしは きのある器物の検出の可能性はあったが，今回の調査

で初めて見ることができたり 4点あるがうち 2点は吐字の種字が記された小さな培婆である。

1 長さ乙1.5cm， 1111.5cmの薄い板一経木でつくられた板塔婆とも云えるもので¥上部は将

棋の駒の頭と同じようにす主形されている。又下部は何かに挿し立てられるように足長に削

られている。撞字は五字で大日真言のーっと考えられる。

rjJ 1. ticm宅i之さは現存分で14.Dc弘前記 lとまったく同じである。

:3 l. 8cm X 4. 9cmの小さな**しで「二連J と記され噌士、jーのものを数えるに用いられる。

4 ;主仁1Iで欠けているので銘文全体を知ることが出来ないのは桟念である。 rjJ1. 6cm，長さ 6.7

cmで上部には紐をつけるための切込みがある。これとまったく!司じものが.一乗谷朝合館跡

から発見されている。※

※ 考 8~j: ジャー十 lレ NO.59 1971-8月号

問中哲雄，石松好雄 「ー来持朝合館跡の調
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第 3 念公
lI'jひ

総 J舌・考察

括

今年度の誹ij;売を最誌に調子長は完了したとされるが，それはあくまでも行政的な段階での事務

処哩上の事であって，決っして金沢の械が解明された訳ではない。むしろ，時十日が複雑化して来

ていると云えよう。前回以来本丸i止出土の陶峨器に接点をしぼってi時代推定の子ーがかりを得ょ

うとした。前i討の報令書で幸小野L正人民(土陶磁器から推して十肝寺氏入部以後と述べている c

今回の調査でも のネIlf(物遺体の多く包哉されている層と基盤の間に堆請する t&'!J交の中から黄

j頼〆や天呂茶碗の破片が出土している。又l-f:¥まする i頁)ibtEなども鎌意期の古瀬戸の子法がみら

れる。 以上のような事からこの地がもっとも整備され盛行したのは鎌合時代末から主ITI]時代と

推察される。従って清原氏の居館の JIi:とは考えられな~-¥ 0 ただし Jr号館を現在の金沢の町中に求

めて ~)ざ戦争の時代だけの防御地であれば，それほど立派な建物も， 日常11器も必要なかった

ものと考えら;fLる。前mlにも述べたが槻木の調査が必要であろうし宅 されたものが出土し

たことによって，開立ての谷間を精査する必要が生じたものと考えられるのと云うように調査

はまだまだ解明 Lて行かなければ‘ならない問題をかかえている。やっといくらかづ、つ調査のめ

どがついて来たのである。
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4図木製品実 iWJ図
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